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「やってみる楽しさ」を実感するための環境・援助の検討

一 3歳児における「もの」とのかかわりに焦点を当てて一

君　岡　智　央

1　はじめに

　本研究の目的は，3歳児が園生活の中で出会う

「もの」　（植物，飼育物，自然物，素材，道具な

ど）に対し，思い切ってかかわっていこうとする

ことを通して「やってみる楽しさ」を実感するよ

うになるには，教師がどのような環境構成や援助

を行うべきなのかを検討することである。

　幼稚園教育要領の「環境」の目標において，「周

囲の様々な環境に好奇心や探究心をもってかかわ

り，それらを生活に取り入れていこうとする力を

養う」1）として，子どもが周囲の様々な環境にか

かわり，生活に取り入れていこうとするカを養う

ことが示されている。「周囲の様々な環境」には，

子どもたちの好奇心を抱かせるような植物，飼育

物，自然物，素材，道具などといった「もの」も

含まれている。こうした「もの」と出会った時の

3歳児の子どもたちの様子に着目すると，“なん

だろう？”　“面白そう”“やってみたいな”など

といった思いを抱き，興味をもつ。しかし，“自

分にもできるかな？”“さわっても大丈夫かな？”

などといったように不安を抱いたり戸惑ったりし

て，やってみることをためらう様子が見られる。

　国立教育政策研究所（2005）は，　「幼児は，これ

までに見たり触れたりしたことのないものと出会

うと，興味をもってかかわる。　（中略）ものとの

出会いを通して，幼児は，発見したり考えたりイ

メージをふくらませたりして，様々なことを学び，

自らの世界を広げていくのであるj2）と子どもが

「もの」と出会い，かかわることの必要性につい

て述べている。これは，どの年齢の子どもたちに

も通ずることと捉えている。このように「もの」

と出会い，自分なりにかかわっていく中で発見が

ある，考えるきっかけが生まれる，イメージが膨

らむ，これらのことがあるからこそ“やってみる

ことが楽しい！”という実感が生まれてくるのだ

と考える。そして，次第に，子どもたちが発見し

たこと，考えたこと，イメージしたことを自分た

ちの遊びや生活に取り入れていこうとするように

なるのだと考える。そうした場合，本園の3歳児

の子どもたちの実態からすると，園生活の中で「も

の」と出会った時，不安や戸惑うことがあっても

それを乗り越えてかかわっていこうとし，　「やっ

てみる楽しさ」を実感する経験をしていくことが

必要となってくるのではないだろうか。そのため

の環境構成と教師の援助を検討することは意義の

あることと思われる。

　3歳児が「もの」とかかわる中で「やってみる

楽しさ」を実感している姿とは，様々な「もの」

との出会いを通して興味が湧いた時，思い切って

試してみようとすることであると考えている。そ

して，試してみた時に五感を働かせて感じていた

り，思いが実現できたことを喜んだりしている姿

であると考えている。

2　研究の方法

（1）対象

　年少組3歳児　（男児15名　女児13名）

（2）検討の方法

　3歳児のクラスにて，教師自身が日常的に収集

しているエピソード記録の中で子どもたちが「も

の」と出会い，かかわっていくまでの過程や「も

の」とかかわりながら自分なりに試している時の
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様子を記したものを実践事例として書き起こした。

この実践事例を用いながら，本園で実施している

教師7名を対象にした保育カンファレンスと3歳

児のクラス担任自身による事例の考察により，教

師が行った環境構成や援助について適切であった

かどうかを検討した。

3　実践事例

事例1「カブトムシとのふれあい」（6月～7月）

＜背景＞

　4月にクラスの子どもが家庭からカブトムシの

幼虫を持ってきた。6月には成虫になったため，

子どもたちが観察できるように朝から部屋の入り

口からすぐ見えるところに飼育箱を置いておいた。

早速，子どもたちが園に来ると“なんだろう？”

と飼育箱に集まってきた。

（カブトムシが）何にもせんかった。カブト

ムシってかわいいね」と言いながら喜んでい

る。C男が再度，触る。この時にはすでに恐

怖感はなく，落ち着いて触っている。A男も

触ってみる。　「あっ，ツルツルしとる」とA

男が背中を触った感触を話す。教師が「えっ？

本当？」と言いながらカブトムシの背中を

触ってみる。　「確かにツルツルしとる！」と

感想を子どもたちに伝える。次第に触ってみ

たいという子どもたちが増え，背中を“よし

よし”しながらやさしくさすっていた。

「かぶとむしってかわいいね」

　保育室に入ってきたA男が「わっ！カブト

ムシ！」と声を上げる。続いてB男も「本当

じゃ。カブトムシ！」と言いながらカブトム

シを見て驚いている。　「何でおるん？」　「先

生が連れてきたん？」などと教師と会話をし

ながらカブトムシの様子を観察している。す

るとC男が「先生，　（カブトムシを）持って

みて」と言う。教師が「ああ，いいよ。ほら。」

と細い角の方を持ってみせる。子どもたちが

「キャー」と叫びながら逃げ回る。　「大丈夫

だって！何で逃げるん？もしかして怖い

ん？」と教師が尋ねる。子どもたちが頷く。

「角のところをやさしく持ってやると怒らん

よ」と教師が伝える。C男が「持ってみたい！」

と言うので持てるようにすると「やっぱりや

めた」と持っことをやめる。トレイにカブト

ムシを移し，「こうやって背中を“よしよし”

してやってもカブトムシは喜ぷんよ」と教師

が背中をさすってみせる。子どもたちが「本

当じゃ」と言いながら納得した様子。C男が

自分から背中を恐る恐る触ってみる。　「先生，

図1　カブトムシの動きを見る子どもたち

図2　背中を触ってみる様子

【考察】

　事例の内容や図1の様子から子どもたちがカブ

トムシに対する興味をもっていることがわかる。

その中でC男は自分でカブトムシを持ってみたい

という思いがあったと推察する。それは，C男が

教師に「先生，　（カブトムシを）持ってみて」と

教師に伝えてきたことや自ら「もってみたい！」

と言ってきたところからわかる。しかし，持って

みるとカブトムシがどうなるのか，何をするのか，

子どもたちの中では想像がっかないため“怖い”
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という不安が生まれるのだと考える。そこで，子

どもたちがカブトムシに安心して直接かかわれる

ように，教師が持ってみせたり触ってみせたりし

た。これによって触っても大丈夫だということが

わかり，子どもたちも安心して触ることができた。

そして，触ってみることで，　「カブトムシってか

わいいね」からわかるように，カブトムシへの親

しみが湧いたり，背中がツルツルしていることを

指で触れて感じたりすることができた。

事例2「泥だんごを作ってみよう」（6月～7月）

〈背景〉

　保育室を出て園庭と廊下の境で立ち尽くしてい

るD女。病気による休み明けで不安もあって，な

かなか園庭に飛び出していけない。教師が手を出

し「先生と一緒に外のいろんなところを見に行こ

う」と声をかけた。D女が軽く頷くと教師と手を

つなぎ，一緒に園庭めぐりを始めた。

丸めてもいいよ」と伝える。サラサラとした

砂をかけながら，徐々に丸い形に仕上がって

いく。D女も“ほら”と仕上がりつつある泥

だんごを教師に見せる。　「上手にできたじゃ

ん」と認めるとD女の硬かった表情が和らぐ。

片付けの時，出来上がったD女の泥だんごを

教師が「袋に入れてみんなが見えるところに

飾っておいてあげるよ」と話す。D女が快諾

したので，下駄箱の上の泥だんご置き場の最

前列に置く。D女が自分が作った泥だんごを

じっと眺めている。

　降園後のこと。D女とD女のお母さんが自

転車で幼稚園に戻ってくる。D女が自転車か

ら降りて教師のところに来るので「どうした

ん？」と尋ねてみる。自分の思いをなかなか

言い出せないようである。　「言えるまで待っ

てあげるよ」と答えるとD女が「泥だんご，

持って帰りたい」と話す。　「そっか，そっか。

上手にできたけえ，飾っておいてあげようか

と思ったけど，持って帰りたいんか。もちろ

ん，持って帰り」と袋に入った泥だんごをD

女に手渡す。D女が嬉しそうにお母さんに見

せている。教師が「そうか。お母さんに見せ

たかったんか」と言うとお母さんが，　「そう

なんです。どうしても私に見せたいって」と

返す。D女は，自転車に乗っても笑顔であっ

た。

【考察】

　D女の病気による休み明けの不安を解消するた

め，D女に自分のやりたいことが見つかるように

していくことが必要ではないかと考えた。そのた

め，子どもたちがよく遊んでいた泥だんご作りを

きっかけにしてD女に“自分も作ってみよう”と

いう気もちになってほしいと思っていた。D女に

とっては，泥だんご作りが初めてのため，友だち

がしていることを見ながら作ることに大きな不安

や戸惑いがあったのだろう。しかし，D女にとっ

て気もちの拠り所となる教師と一緒に作ることで，

不安や戸惑いを少し和らげることができたのでは
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ないだろうか。更に作っていく中で「初めてやっ

てみて，今日，できたらすごいじゃん」という言

葉をかけたことがD女への刺激となり，自分の泥

だんごを作りたいという意欲につながったのでは

ないだろうか。それは教師が言葉をかけた後，D

女が手にカを入れ，一生懸命丸め始めた姿からわ

かる。

　泥だんごが出来上がったら，それで終わりでは

なく，泥だんごができた嬉しさに応え，思いが実

現できたことに喜びが感じられるようにすること

も大切になってくると考える。作れたことを認め

ること，作った泥だんごをよく見える場所に飾っ

たこと，持ち帰られるようにしたこと，D女にとっ

てはそれがきっかけとなって「やってみる楽しさ」

や「やってみよう！」という意欲になっていくと

考える。数日後，D女は自ら友だちの輪の中に入

り，泥だんご作りを楽しんでいた。

事例3「石けん泡を作ろう」　（9月～10月）

〈背景〉

　夏休み明け，3歳児の子どもたち数名が5歳児

の石けん泡遊びの様子を見ていた。3歳児の子ど

もたちも遊びの輪の中に入れてもらい，5歳児の

子どもたちに作り方を教えてもらいながら石けん

泡を作り始めた。作った石けん泡はペットボトル

に入れられ，嬉しそうに持っている。それを見た

周りの友だちが「いいな…　　」　「作りたい！」

とつぶやいたり，教師に伝えたりしてきた。そこ

で，大小のボウル，泡立て器，いろいろな色のお

花紙石けん，おろしがねなどの道具や材料を用

意し，テーブルを一列に並べて石けん泡を作って

遊べる環境を整えた。

ても立ち尽くしたままだったので，　「おいで。

おいで」と呼ぶが，なかなかテーブルのところ

に近づいて来ない。教師が他の子どもにかか

わっている間に，G男はどこかに行ってしま

う。

　翌日，一人で木の家にいるG男に教師が，

　「泡，先生と一緒に作ってみないか？」と声

をかける。少したってG男が頷く。教師と一

緒に道具を準備し，一緒に作る。一つひとっ

やり方を伝えていくと，ぎこちない道具の持

ち方だが，一生懸命かき混ぜている。G男の

目の前や左右斜め前でかき混ぜている子ども

たちが泡立て器の柄を両手で合わせ，火おこ

しをするかのようにかき混ぜ始める。G男が

その混ぜ方を少しの問，見ている。教師がさ

りげなく「3人が面白い混ぜ方をしてるなあ」

と一人，感心しながらつぶやく。すると，G

男も真似をして同じようにやってみる。泡が

どんどんできていく。その混ぜ方が気に入っ

たのか，G男がひたすらかき混ぜている。「G

男君，上手に泡ができているね！」と声をか

けると「先生，見て！！できた！」と誇らし

げに泡を見せるG男。　「自分でよくやったよ

な。できてよかったね」とG男が作った色水

を見ながら，教師が声をかける。こぼれない

ように袋に移し，口をくくると，G男はその

場に座ってビニール袋の中の石けん泡をじっ

と見たり，袋越しに揉んだりしている。

図3　石けん泡作りの様子
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【考察】

　立ち尽くしているG男を見た教師は，G男が初

めて石けん泡を作ることに不安があり，そのため，

石けん泡遊びのコーナーの手前で立ち尽くしてい

たのではないかと推察した。しかし，ここは教師

の推察だけではなく，立ち尽くしている時に，な

ぜG男は立ち尽くしてしまっているのかを理解す

ることが必要になってくると考える。そうすると

教師が「おいでおいで」と呼ぶのではなく，まず

は「どうしたの？」と尋ねたり，G男の表情など

をよく見たりするという援助になってくると考え

る。どんなことに不安を感じているかを理解しな

いままでいたため，G男は立ち去っていったので

はないだろうか。G男の本当の気もちを理解した

うえで「先生と一緒にやろう」と声をかけたり，

隣で遊び方を教えたりしてG男が安心感をもって

遊べるような援助をすることが大切になってくる

だろう。

　そして，翌日の教師のかかわりも，この時にG

男が本当に石けん泡を作りたいと思っているかど

うかを理解したうえで誘っていくことが大切に

なってくると考える。結果としてこの事例では，

G男が石けん泡を作って遊べたこと，泡ができた

ことを喜んでいるが，G男の中に“やりたい！”

という気もちがなかったら，「やってみる楽しさ」

は実感できなかっただろう。

　石けん泡づくりにおいては，友だちのしている

ことに自然な形でふれられるようにし，“自分も

やってみたい”と思えるような場にしたいと考え

ていた。そのため，図3のようにテーブルを一列

に並べ，たくさんの人数が固まって遊べるように

した。その結果，事例のように，子どもの視野に

入りやすいG男の目の前と左右斜め前の友だちが

していることに自然な形でふれることができた。

更に教師のっぶやきがG男の中で“やってみよう”

という気もちをもたせるきっかけとなり，G男自

ら友だちのしていることを取り入れながら遊ぶこ

とにっながった。

②「先生！やるの見よってよ！」

　石けん泡遊びを楽しむH女と1女。1女が

教師に，「先生，泡がピンクになるよ」と嬉

しそうに石けん泡を見せる。石けん泡は赤に

近いピンクになっている。教師は「ほんま

じゃ。ピンクの紙は用意してなかったけど，

どうやってできたん？」と驚く。1女が得意

そうに「泡泡と赤を混ぜるけえよ！」と答え

る。　「へえ～，泡と赤の紙を混ぜるとピンク

になるのかあ。すごいなあ」と驚きながら返

す。

　教師と1女のやりとりをJ男がそばで三輪

車に乗って聞いている。教師がrJ男君も一

緒にやるか？」と誘ってみる。　「せん！（し

ない！）」と言って返す。　「お母さんにお土

産にしたら喜ぶかもね～」と話すとJ男が「す

る！」と即答。そして，「先生！やるの見よっ

てよ！」と言ってくるので「いるよ。見とい

てあげるけえ」と伝え，石けん泡を作るJ男

の隣で様子を見守ることにする。J男が泡立

て器，ボウルなど道具と石けんを持ち出して

泡を作り始める。お花紙の色も赤，緑といろ

いろな種類を持って来てかき混ぜ始める。教

師がrJ男君，いろんな色をいっぱい入れよ

るんじゃ。面白そうだね。」と話しかけてみ

る。かき混ぜながら，J男が「いろんな色を

混ぜたらどうなるんかなって」と答える。か

き混ぜながら泡の様子を見るJ男が「緑が多

すぎるんかな・…　　」とつぶやく。その後

もひたすらかき混ぜる。しばらくするとJ男

の方から「先生！いろんな色が混ざっていき

よる」と驚いたように話しかける。見ると細

かくなったいろいろな色のお花紙が混ざり

合っている。教師が「本当じゃ！赤，緑，青

が泡と混ざり合ってるよ！」と驚く。これま

で真剣な顔つきでかき混ぜていたJ男の顔が

微笑む。更にJ男は泡立て器を泡につけ，泡

を軽くたたいてみる。　「ボテボテしとるじゃ

ん。先生。ボテボテしとるけえ，やってみ」

とJ男がやっていたことを同じようにやって
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みるように教師に促す。教師がやってみる。

「本当にボテボテしてる感じがする！面白い

なあ」と返すとB男が「これ，クリーミーっ

てことなんよ」とまた泡を軽く叩き始める。

「なるほど。クリーミーってことかあ。ケー

キのクリームのようってことか」と教師が話

す。J男が「そうそう」と答える。しばらく

かき混ぜ続けた後，青のお花紙を入れて混ぜ

るとJ男が「あっ。水を入れてみよう」と水

道のところに行き，泡の中に水を入れ始めた。

テーブルのところに戻って，また，泡立て器

でかき混ぜると「先生，クリーミーじゃなく

なった」と話す。　「何で？」と教師が尋ねて

みる。「水，入れたけえよ」と答える。「へえ一，

水をいれるとクリーミーじゃなくなるんだ。

面白いこと見つけたなあ」と驚きながら返す。

J男は「うん」と言って頷き，自分で石けん

泡をビニール袋に入れ，大切に持って帰ろう

としている。J男は30分以上この石けん泡遊

びで遊んでいる。

【考察】

　この頃のJ男は三輪車に乗ってよく遊んでいた。

そして，三輪車に乗って石けん泡遊びのコーナー

に来て，友だちが作っている様子をよく見ている

姿も見られた。J男が石けん泡遊びに興味がある

ことが窺えたため，J男を石けん泡遊びに誘って

みることにした。

　J男は教師に見守られていることで，安心感を

もって自分のやりたいように試している。同時に

視覚，触覚を働かせて様々なことを感じ，驚いた

り不思議に思ったりしている。ここでは，　rJ男

君，いろんな色をいっぱい入れよるんじゃ。面白

そうだね。」と話しかけたことをきっかけに，J

男が自分なりにやってみたこと，驚いたこと，不

思議に思ったことを伝えてきている。隣で自分が

やってみたこと，驚きや不思議に思ったことを受

け入れ，共に驚く人がいることで，J男にとって

は，“もっと聞いてもらいたい”という思いを抱

いたのだろう。もっと聞いてもらいたいからこそ，

自分なりにいろいろとやってみるきっかけになっ

ていくのではないかと考える。

　J男が「いろんな色を混ぜたらどうなるんか

なって」と言っているように，たくさんの色を混

ぜてみるとどういう色になるのかということを試

している。この「いろんな色を混ぜたらどうなる

んかなって」という疑問が生まれるのは，お花紙

の色の種類が多く用意してあったことが要因とし

て挙げられる。また，そうした疑問が生まれるこ

とで，J男の中で“どうなるのか知りたい”とい

う好奇心も生まれたと考える。この好奇心が試し

てみたいという意欲になり，実際に自分で試して

みることで，お花紙の色が混ざり合うという視覚

を通して感じる体験につながったと考える。

4　検討を終えて

　3歳児の子どもたちは園生活の中で多くの「も

の」と出会っていく。初めて出会う「もの」に対

して興味，好奇心をもってかかわっていき，自分

なりにいろいろと試していく時もあれば，ため

らってしまう時もある。これは，然るべき姿であ

ると捉えている。しかし，そうした姿に対して教

師がいかに環境を構成し，援助を行っていくかが

重要になってくるのではないだろうか。

　本研究の実践事例を通して3歳児の子どもたち

が「もの」と出会い，思い切って試していこうと

する中で「やってみる楽しさ」を実感するための

環境構成や援助について検討した結果，次のこと

が考えられる。

①どんなことに不安を感じ，戸惑っているのか

　を理解していく教師のかかわり

　子どもたちが「もの」とかかわる中で抱く不安

や戸惑いの理由は様々である。事例3①で，教師

はG男がどのようなことに不安を抱いていたかを

理解しようとしていない。教師はまず，G男がど

んなことに不安を抱いているのか，何に戸惑って

いるのかを理解すべきである。そうすることで，

その時のG男の情況に応じたかかわり方ができる

と考える。理解しようとしなければ，G男の不安
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君岡：「やってみる楽しさ」を実感するための環境・援助の検討

　一3歳児における「もの」とのかかわりに焦点を当てて一

や戸惑いを和らげることはできない。不安を抱い

ていると思われる子どもには，教師がまず「どう

したの？」などと尋ねたり，表情を見ていったり

していくことが必要となってくる。

②やってみることへの不安を和らげる教師のか

　かわり

　子どもの不安を和らげる教師のかかわりとして

次の3つの手立てが考えられる。

・ 教師が不安を和らげる言葉をかけながらやって

　みせる

・教師と一緒にやってみられるようにする

・子どもが思い切って試してみようとする姿を見

　守る

　事例1，事例2，事例3①において，教師がカ

ブトムシを触ってみせたり，泥だんごや石けん泡

を一緒に作ってみられるようにしたりすることで，

子どもたちは“このようにしていったらいいんだ”

という安心感をもつことができた。子どもの中に

“ どうしたらいいのか”“どうなるのだろう”と

いった不安があるため，自ら「もの」にかかわり

ながら思い切って試していくことをためらわせて

しまっているところがある。そういった不安を和

らげるため教師がやってみせたり，一緒にやって

みられるようにしたりする援助は必要な手立てで

あると考える。ただし，事例3①のように，教師

の思いだけで無理にやらせようとするのではなく，

子どもに“これがやりたい”“やってみたいな”

という思いがあっての援助となる。

　3歳児にとっては家庭を離れ，初めての園生活

の中で心のよりどころとなるのは，教師である。

事例3②では，その教師に見守られることで，J

男は安心感をもって自分なりに考えたことを試し

ていこうとしていた。このように，子どもが自分

なりに考えたことを試していこうとする姿を教師

が見守っていくことを通して，達成感や満足感が

得られるようにすることが大切になってくると考

える。

③「やってみよう！」という意欲が湧く，教師

　のかかわりと環境構成

　　「やってみよう！」　「またやりたい！」という

意欲が湧く，教師のかかわりと環境構成として，

次の4つの手立てが考えられる。

・友だちのしていることにふれられるようなテー

　ブルの配置にしたり，友だちのしていることを

　さり気なく認めたりする

・子どもが思い切ってやってみたことを認めたり，

　作ったものをよく見える場所に飾ったり，持ち

　帰ったりできるようにする

・ 子どもが自分なりに試してみて驚いたこと，不

　思議に思ったことに対し，耳を傾け共感する

・ 自分で選べるように素材の種類を増やす

　3歳児は友だちのしていることを見て，いろい

ろな方法や遊び方を知り，実際にやってみようと

することがある。そして，おもしろければ，続け

てみようとする。事例3①では，友だちのかき混

ぜ方にG男が興味をもったため，その混ぜ方を少

しの間，見ていたのだと思われる。このように，

子どもの中で「やってみよう！」という意欲が湧

くようにするためには，まずは友だちのしている

ことを間近で見て，“面白そう”“そのやり方い

いな”という思いが抱けるようにしていくことが

大切になってくるだろう。そうしたうえで，“自

分もやってみようかな…　どうしようかな…　”

などと興味を示していれば，その友だちのしてい

ることを教師がさり気なく認めていくことが必要

になってくるだろう。そうすることで，G男のよ

うに子どもは迷うことなく，友だちのしているこ

とを取り入れてやってみようとすることにつな

がっていくと考える。

　事例2ではD女が思い切って作ってみた泥だん

ごに対して教師が認めたり，よく見える場所に

飾ったり，持ち帰られるようにしたりしたことで，

D女の中に達成感や充実感が生まれたのだろう。

この達成感や充実感が“またやりたい！”“もっ

とこうしてみよう”という意欲につながっていく

と考える。こうしたことを積み重ねていくことで，

臆することやためらうことなく「もの」にかかわっ

ていき，自分なりに考えて試していくようになる

のではないだろうか。

　事例3②では，J男にとって自分の驚きや不思
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君岡：「やってみる楽しさ」を実感するための環境・援助の検討

　一3歳児における「もの」とのかかわりに焦点を当てて一

議に思ったことを聞いている教師の存在が自分な

りにやってみることへの活力となっていった。そ

うした存在がいなければ，子どもによっては自分

なりにやってみる，試してみることをやめてしま

うことも考えられる。子どもが伝えてくる驚きや

不思議に思ったこと，やってみたことに対し，教

師がそれらをしっかりと受け入れ，共に驚くこと

が大事になってくると考えている。

　事例③では，教師がお花紙の色の種類を増やし，

自分で選んで使える環境を構成することで，疑問

が生まれ，J男の中で“やってみたい”“試して

みたい”という意欲が湧き，自分なりに考えたこ

とを思い切ってやってみることにつながったと考

える。しかし，素材の種類を増やすということに

ついては，むやみに種類を増やせばよいというの

ではなく，子どもの遊びの様子を教師が把握し，

必要に応じながら種類を増やしていくことが大切

になってくるだろう。

　改めて子どもたちが「やってみる楽しさ」を実

感することの必要性を感じながら，今回，検討し

た環境構成と援助が今後の3歳児における保育の

中で生かされるものと考えている。これからも子

どもたちが「やってみる楽しさ」を実感する保育

に取り組んでいきたい。
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5　おわりに

　教師が講じた手立てによって，3歳児の子ども

たちが「もの」と出会う中で抱く“自分にもでき

るかな？”“さわっても大丈夫かな？”といった

不安や戸惑いを乗り越えながら自分の中でやって

みたいこと，試してみたいことを思い切ってやっ

てみようとする姿が見られた。そこでは，子ども

たちが五感を働かせて感じていたり，自分の思い

が実現できたことを喜んだりする姿が見られた。

こうした姿を目にして，子どもたちが，まさに

「やってみる楽しさ」を実感している姿だと感じ

た。

　子どもたちのこの経験は，幼稚園教育要領「環

境」の目標に示されたことにっながっていくとと

もに，物事にかかわる中で生じた困難や疑問に対

し，すぐにあきらめることなく，何度も繰り返し

挑戦していく姿勢にもつながっていくと考える。

その場合，3歳児の時から子どもたちに「やって

みる楽しさ」を実感する経験を積み重ねていくこ

とが大切であると考える。
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